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シミュレーションの常識が劇的に変わる。リアルを超再現した「デジタルツイン
」で一歩先行くビジネスを

2022.03.29

1章：より高度なシミュレートを実現する「デジタルツイン」
テクノロジーと通信の発展により、デジタルツインが実用化レベルに

「デジタルツイン（Digital Twin）」とは、現実世界（フィジカル空間）に存在している情報を取得して3Dモデルを作成、それに
伴う各種データをリアルタイムで仮想世界（デジタル空間）へ送って、デジタル化された現実世界のコピーを作成して再現
する技術です。現実世界と仮想世界が対になっているので「デジタルの双子」と訳されています。デジタルツインの主な活
用方法といえば、より「現実（リアル）」に近いシミュレーション環境としての利用になります。

デジタルツインと同様に、仮想世界に現実世界を構築してシミュレートに使うという手法は、NASAによる1960～70年代のア
ポロ計画の頃には存在していたとされています。近年ではコンピューターの高性能化が進むとともに、IoT（Internet of Thin
gs、モノのインターネット）やAI（人工知能）、AR（拡張現実）やVR（仮想現実）といったデジタル技術も発展し、さらにはWi-F
iや5G（第5世代移動通信システム）などの通信インフラが進化しています。このような技術革新により、一般企業におけるデ
ジタルツインの実用化が現実味を帯び、多くの業界・業種で注目されることになりました。

技術革新でデータ収集が容易になり、リアルに近い事象が再現可能に

これまでは現実世界をデジタル化し、そのデータを入力するには人手も必要で時間もかかっていました。収集できるデータ
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量にも限界があり、仮想世界に再現できるツイン（デジタル化された現実世界）の規模にもまた限界がありました。ところが、I
oTをはじめとする技術の進化によって、現実世界の情報をほぼリアルタイムに、自動的に取得できるようになりました。それ
に伴い、より詳細に現実世界を仮想世界へ再現することが可能となったのです。

デジタルツインを活用することで、仮想世界で現実世界のシミュレーションを実行、観測できます。そして仮想世界でのシミ
ュレーション結果から、現実世界における物事の予測を行うことも可能となります。

2章：デジタルツインの活用で得られるメリット
製造業が抱える課題への解決策をもたらすデジタルツイン   

デジタルツインによりフィードバックを伴った高度なシミュレーションが実行できることは解説しましたが、具体的にどのような
メリットを得られるのでしょうか。ここでは、製造業を例にして説明します。

●コスト削減
デジタルツインを活用し、仮想世界で試作品を作成することで、原材料や工数といったコストを削減できます。さらに、問題
点の発見と改良のためにフィードバックが容易に実行でき、時間的なコストの削減にもつながります。

従来のシミュレーションは、人間が想定したさまざまなシナリオを基に設計されているため、必ずしも現実世界の事象と正し
く連動しているとは限りませんでした。しかし、デジタルツインでは現実世界と同様の環境がデジタルで再現されているため
、人間の想定や仮定といった要素が入らない現実に近いシミュレーションが可能となり、より高度な検証や分析を行えるよう
になりました。

●業務効率化
機材の稼働状況や従業員の負荷といった現実世界のデータを収集してデジタルツインによる仮想世界で再現し、状況を
分析。これによって最適な従業員の配置や業務スケジュールが導き出せるようになり、製造プロセスの効率化や生産リード
タイムの短縮が可能となります。

●遅延リスク軽減
新しく製品を製造する場合、部材調達の遅れや機材の不調などで予定通りに生産ラインが稼働しないことがあります。あら
かじめ生産ラインを仮想世界でシミュレートして稼働状況を予測することで、現実世界で発生する問題に対してあらかじめ
対策を講じられるようになり、遅延リスクを回避できます。さらに、メンテナンス事項が明確になっているため、短いプロセスで
問題解決が可能です。

●アフターサービス向上
製品の出荷後についてもデジタルツインでシミュレーションできます。出荷後の顧客の使用状況や製品の劣化について予
測することで、アフターサービスのタイミングを的確に把握できるようになります。その予測結果に沿ったアフターサービスを
実施すれば、顧客満足度の向上も得られます。

ありとあらゆる業界に技術発展、運営最適化のきっかけを与える

製造業での活用をメインに紹介しましたが、都市開発や製造業、災害管理や医療、スポーツの分野など、それ以外の業種
においても活用シーンが拡大しています。

●医療・ヘルスケア
技術革新によって、より正確な人体のデジタルツインモデルが開発されつつあります。医療機器についてもデジタルツイン
によるシミュレーションが進み、医療技術の向上に役立てられています。

病気予防やヘルスケアなどについても人体のデジタルツインが活用されており、それらの分野のデジタル化を加速させて
います。さらに病院施設についてもデジタルツインの活用が拡大。施設のデジタル化を促進するほか、医師や医療事務の
オペレーションを最適化し、診察から会計までをスムーズに行えるようになっています。

●小売業
店舗のデジタルツインを利用して訪店する客の動線や店員の対応プロセスをシミュレートすることで、店舗設備や人員配置
の最適化が図れます。さらに販売データを組み合わせることで商品の調達や在庫補充、店舗搬入、値引きなど、各種タイミ
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ングに応じた効率的な店舗運営も可能になります。

●物流業
車両の運用状況や配送物のIoTデータを基にしたデジタルツインの活用によって、配車およびドライバーの配置を効率化
するとともに、配送物の配送ルートと配送量の最適化が可能となります。これにより、近年の燃料費高騰やドライバー不足と
いった問題の解決策となることが期待されています。

●都市計画
現実世界の都市におけるさまざまな情報を収集・集積して、仮想世界にバーチャル都市を構築。実際の都市の情報をリア
ルタイムに観測しながらバーチャル都市でのシミュレーションを行い、そこで予測された事象を実際の都市設計へとフィード
バックします。将来的には、バーチャル都市からのフィードバックを基に、災害対策や治水、交通、メンテナンスといった都
市におけるさまざまな問題や、運用における事項を自動化する「スマートシティ」も計画されています。

3章：大規模プロジェクトへのデジタルツイン活用が拡大
スマートな社会の実現にデジタルツインが大きく貢献… 続きを読む
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